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第 回

定 会例

設置

決算審査特別委員会
　令和２年度一般会計及び特別会計の決算審査の
ため、議長と議会選出監査委員を除く 11 名の議
員により「令和 2 年度白糠町各会計決算審査特
別委員会」を設置しました。
　委員長に立石　巧議員、副委員長に山吉公徳議
員を互選し、9 月 15 日、16 日の２日間にわたり、
各課から実施した事務事業の説明を受け、慎重に
審査を行いました。
　決算の内容は、４ページから７ページに掲載し
ています。

行政報告

 　外国語指導助手、ワイレス・マシュー・ロバー
トさんが、７月 30 日に着任したことが、教育長
から報告されました。
　マシューさんは、アメリカのカリフォルニア州
出身で、前任は弟子屈町の外国語指導助手とし

て、弟子屈町内で小・
中学生に英語を教えて
いました。
 このたび白糠町に派
遣となり、現在は、主
に白糠小学校、白糠中
学校で、外国語指導（英
語）を行っています。

ＡＬＴの着任

可決

計画の策定

　

　「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措
置法」の施行を受け、令和３年度から令和７年度
までの５年間を期間とする新計画が策定されまし
た。

「白糠町過疎地域持続的
発展市町村計画」の策定

マシューさん

・行政報告
・福地裕行議員に対する辞職勧告決議
・所管事務調査報告（総務文教常任委員会）
・一般質問
・令和２年度の決算審査を特別委員会に付託
・令和３年度補正予算
・白糠町過疎地域持続的発展市町村計画の策定
・白糠町立自然公園の区域の変更
・財産の取得
・固定資産評価審査委員会委員選任の同意
・人権擁護委員候補者の推薦
・令和２年度決算審査特別委員会審査報告
・意見書

3

可決

３年度補正予算
一般会計補正予算

補正合計 977 万 9 千円
総額 174 億 6,201 万円

●増額
健康管理システム改修事業　    4,059,000 円
公共交通事業者支援事業補助金

　　　　　　　　　　　　　5,200,000 円
返還金　　　　　　　　　　　　520,000 円

質疑・答弁
問コロナ禍による公共交通に対する影響額は。
答令和元年と令和 2 年を比較すると 120 万
　2,690 円の減額となっている。
問車いす対応のタクシー車両導入に対する支
　援について、乗車定員は何名か。
答車椅子を乗せない場合は 5 名、車椅子を
　乗せた場合は、車椅子（１名）のほかに
　3 名となっている。

　9 月
16日

　9 月
14日

　9 月
13日



33

可決

適任

可決

　
釧路・白糠工業団地
　　白糠太陽光発電所

道の駅
しらぬか恋問館

②
①

太平洋

国道 38 号

同意

財産の取得

①取　得　先　株式会社阿部新聞店
　取 得 場 所　恋問３丁目２番地１のうち
　取得年月日　令和 3 年 9 月 1 ４日
　取 得 金 額　1,082 万 3,130 円
　取 得 面 積　2 万 421㎡
②取　得　先　進藤不動産管理株式会社
　取 得 場 所　恋問３丁目２番地２
　取得年月日　令和 3 年 9 月１４日
　取 得 金 額　1,197 万 1,640 円
　取 得 面 積　2 万 2,588㎡

道の駅しらぬか恋問移転改築予定地　位置図

道の駅移転改築用地の取得

区域の変更

　町立乳呑自然公園の整備事業の実施にあたり、
これまでの経過等を調査した結果により、公園の
区域を変更しました。

町立乳呑自然公園　区域変更図

　　　　　　

　【凡例】
　　　　変更前面積　103,956㎡
　　　　変更後面積　  90,071㎡

白糠町立自然公園の区域の変更

委員の選任等

　９月 30 日に任期満了となる固定資産評価審査
委員会委員の選任に同意しました。
・外崎　冨則　氏（再任）

　12 月 31 日に任期満了となる人権擁護委員に
ついて、町の推薦を受けた候補者を適任と認めま
した。
・堀　　茂治　氏（新任）
・川森　　静　氏（新任）

固定資産評価委員会委員

人権擁護委員

可決

意　　見　　書
●林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充
　実・強化を求める意見書
●消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書
●コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税
　財源の充実を求める意見書
●国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書

　可決した意見書は、内閣総理大臣をはじめ関係
大臣、衆・参両議院議長に提出しました。

可決

所管事務調査報告

　学校給食費会計の公会計化について、調査結果
を報告しました。
　報告の内容は、18 ページに掲載しています。

総務文教常任委員会

可決

辞職勧告決議

　福地裕行白糠町議会議員に対する辞職勧告決議
が提出され賛成多数で可決されました。
　決議の内容は、18 ページに掲載しています。

←至白糠　　　　　　　　　　　　　至釧路→
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令和２年度決算

町　税
10億 3,651 万円 使用料・手数料

２億 8,354 万円

寄附金寄附金
97億 5,244 万円97 億 5,244 万円地方交付税地方交付税

33億 8,240 万円33 億 8,240 万円
国・道からの支出金
24億 4,295 万円

その他
13億 198 万円

町債 ( 借金 )
16 億 430 万円

令和２年度末基金合計  100 億 2,960 万円

歳入 歳出 差し引き

一般会計 198 億 412 195 億 7,456 2 億 2,956

国民健康保険特別会計 ９億 3,990 ９億 3,341 649
簡易水道及び飲用水道
供給事業特別会計

6,351 5,487 864

公共下水道事業特別会計 ７億 9,673 ７億 8,604 1,069

介護保険特別会計 9 億 9,189 9 億 7,701 1,488

後期高齢者医療特別会計 1 億 3,629 1 億 3,617 12

合計 227 億 3,244 224 億 6,206 ※ 12 億 7,038

単位：万円

令和２年度末町債残高  132 億 5,941 万円

令
和
２
年
度
決
算
の
概
要

ふ
る
さ
と
納
税　

寄
附
額
全
国
４
位　

97
億
円
突
破
!!

▼一般会計歳入　198 億 412 万円

議会費　
5,746 万円

給与費
９億 8,179 万円

総務費総務費
97億 9,894 万円97 億 9,894 万円

民生費民生費
23億 4,929 万円23 億 4,929 万円

衛生費
６億 7,495 万円

その他
112 万円

商工費
２億 6,394 万円

▼一般会計歳出　195 億 7,456 万円

農林水産業費
９億 8,870 万円

消防費
８億 7,822 万円
土木費

15億 8,626 万円

公債費
８億 5,051 万円教育費

11億 4,338 万円

前年比 30 億 5,586 万円の増　↑人口１人当たり※約 134 万円

前年比７億 9,007 万円の増　↑人口１人当たり※約 177 万円

※この内、交付税の計算に算入される優良債がおよそ８割を占めます。

※令和２年度末人口 7,481 人

( ※ 1　差し引き後、 残金の一部を積立等を行い、
　　　  残りを繰り越しました。)

【令和２年度各会計決算額】
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令和２年度決算

令 和 ２ 年 度

まちのお金は
何に使った ?

PICK UP!

決
算

農林水産業費
９億 8,870 万円

○道路維持・改良舗装
　　　　８億 2,409 万円
○橋の架換・補修
　　　　１億 8,822 万円
○河川管理・排水路整備

　　　　1,436 万円

　道路の維持は草刈りや
補修、除雪等にかかる経
費です。
　橋の補修では庶路跨線
橋補修工事等を行いまし
た。

○公営住宅の改修等
　　　　１億 911 万円

○自然公園改修
　　　　　　3,134 万円
○各集会所の管理

　　　　　　795 万円
○西庶路寿の家改築

4,609 万円
○その他の施設管理
　　　　　　7,415 万円

　橋北団地の屋根の葺
ふ き か

替
え等のほか、老朽化した
西庶路寿の家を改築しま
した。

10億2,667万円
　　補 1 億 8,571   町 2 億 5,250
　　債 5 億 8,750   他 96
　　前年 6 億 8,155

担当：建設課土木都市計画係

２億6,864万円
　　補 6,479　町１億 509
　　債 9,140　他        736
　　前年２億 947
担当：企画財政課
　　　　契約管財係ほか

○消防人件費
　　　　２億 7,360 万円
○事務費等　 1,665 万円
○委託管理費 2,668 万円
　現在は常備消防の業務
を釧路市に委託していま
す。

○消防団等の装備更新
　　　　　　　396 万円
○消防庁舎改築事業
　　　　1 億 7,145 万円
○ミニホイールローダー
　の整備　　　407 万円
　令和 2 年 10 月に白糠消
防庁舎を落成しました。

○戸別受信機整備
2 億 7,478 万円

○津波指定避難路等整備
5,304 万円

○地域防災の体制強化
787 万円

　屋内での防災情報伝達の
ため戸別受信機を全戸・全
事業所に配布しました。

○し尿汲み取り費用
　　　　　　 7,691 万円
○合併処理浄化槽補助金
　　　　　　    396 万円
　下水道を接続している
家庭等の処理分について
は、下水道事業特別会計
で対応しています。

○ごみの収集・処理
1 億 6,163 万円

○最終処分場設備更新
　　　　　　831 万円

○環境美化の推進
201 万円

○清掃工場の設備性能維持
2,453 万円

　３億1,693万円
　　町３億 1,693
　　前年 2 億 9,893
  担当：地域防災課消防調整係

　1億7,948万円
　　補 194　町 4,624
　　債 1 億 3,130　
　　前年 16 億 3,458
担当：地域防災課消防調整係

　3億3,569万円
　　町 9,138  債２億 3,930
　　他　501
　　前年 3,817
担当：地域防災課地域防災係

8,087万円
　　町 4,621
　　債　  50　他 3,416
　　前年 7,453
担当：町民サービス課生活環境係

　1億9,648万円
　　町 1 億 2,893
　　債 3,240　他 3,515
　　前年 1 億 5,570
担当：町民サービス課生活環境係

道路・橋・河川

の管理

施設の管理

ごみ処理

し尿処理

消防設備の整備

消防業務の委託

防災・減災対策

救急・消防・防災には ?

公共施設には ?

生活環境には ?

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

(　           　)

(　           　)

(　           　)
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

(　           　)
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○商工経済団体への支援
　　　　1,626 万円

○しらぬか魅力発信事業
　　　　1,018 万円

○東京 23 区等との広域
　的な連携  　　30 万円

　

○新産業構築事業
130 万円

○道営草地整備事業
1,720 万円

○農業振興団体協議会
　への助成　    381 万円
○ 農 業 者・ 集 落 等 へ の
　支援            5,249 万円
○畜産クラスター事業の
　推進　　　2,000 万円
○新規就農者等支援事業

388 万円
○畑作の振興　3,965 万円

○林業団体への支援
　　　147 万円

○林道の整備　293 万円
○エゾシカ被害対策

3,791 万円
○民有林の整備

　　　　　　 699 万円
○町有林の整備
　　　　１億 1,784 万円

　 町 有 林 の 合 理 的 経 営 と
基本財産の造成及び森林の
もつ機能を発揮させるため
森林整備を行いました。

○さけ中間育成施設・し
　しゃも人工ふ化場管理

　618 万円
○マツカワ種苗購入事業
　の支援　　    100 万円
○漁船操業用機器等の購
　入支援　　　249 万円
○白糠漁港の整備

　 290 万円

2,674万円
　　補      15 　町 1,659
　　債 1,000  
　　前年 5,011
担当：経済課商工係

1億3,833万円
　　補 4,172　 町 6,151
　　債 2,000　他 1,510  
　　前年１億 184
担当：経済課農政係

1億6,714万円
　　補 7,003　町 5,571
　　債 2,820　他 1,320
　　前年１億 3,147
担当：経済課林業係

1,257万円
　　町 867
　　債 290　　他 100
　　前年 4,895
担当：経済課水産係

○国民健康保険特別会計
　への支出 　7,963 万円
○後期高齢者医療特別会
　計等への支出
　　　　1 億 5,480 万円
○障がい者医療費の助成　 

1,674 万円
○子どもの医療費の無料化
　　　 　　　1,520 万円
○ひとり親家庭等医療費
　の助成　　　254 万円
○リハビリテーション医療
　への支出　 2,056 万円

○がん検診・基本健診等
　　　　1,776 万円

○介護保険特別会計への
　支出　1 億 7,400 万円
○保健施設の管理

　　　　817 万円
　健康診査事業のほか、
予防接種事業やがん検診
を実施しました。

○不妊治療費の助成
　　　　　　　212 万円
○妊産婦の交通費助成
　　　　　　　  24 万円
○母子健康手帳交付等

　　　　　　512 万円
○出産祝い金　110 万円

○保育園の運営等
　　　　2 億 5,053 万円
○児童館の運営等
　　　　　　3,513 万円
○保育料の無料化
　　　　　　 1,630 万円
○給食費の無料化
　　　　　　 7,313 万円
　

2億8,947万円
　　補 9,749    町 1 億 8,234
　　債　680   他　284
　　前年 2 億 9,785
担当：町民サービス課保険年金係
　　　介護福祉課社会福祉係
　　　健康こども課子育て支援係

１億9,993万円
　　補 200　町 1 億 9,046
　　債 747
　　前年１億 9,024
担当：健康こども課健康推進係
　　　介護福祉課介護保険係

858万円
　　補 274　　町 498
　　債   70　　他   16
　　前年 460
担当：健康こども課健康推進係
　　　健康支援係

3億7,509万円
　　補 1 億 9,630  
　　町 1 億 7,742 他 137
　　前年 3 億 203
担当：健康こども課子育て支援係
　　　学校給食センター

商業振興

農業振興

林業振興

水産業振興

医療費の助成等

健康管理と介護

出産支援

子育て支援

産業振興には ?

出産・子育てには ?

医療・健康・介護には ?

(　           　)
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

(　           　)

(　           　)

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

(　           　)

(　           　)

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

(　           　)

(　           　)
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

新規就農研修の様子新規就農研修の様子

造林した町有林造林した町有林

(　           　)
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内
は
財
源
内
訳
と
前
年
実
績
額
。
　「
補
」
は
国
や
北
海
道
か
ら
の
補
助
金
、「
町
」
は
税
金
等
の
町
の
お
金
、「
債
」
は
町
債=

借
金
、「
他
」
は
団
体
補
助
金
・
利
用
者
負
担
等
、
単
位
は
万
円
。

令和２年度決算

○白糠小中学校外統合事業
　8,256 万円

　白糠小学校の防災対策
の重要性を踏まえ、中学
校に統合するための施設
整備に向けた実施設計を
実施しました。

○就学の支援　537 万円
○教育環境の充実
　　　　　　5,678 万円
○白糠高校の魅力化

3,283 万円

　入学支援金として、児
童・ 生 徒 1 人 に つ き 2
～ 3 万 円 の 商 品 券 を 配
布しました。

○生き活きしらぬか事業
・健康入浴　　  52 万円
・日帰り温泉　 156 万円
・外出支援助成   524 万円
○高齢者団体等への支援

205 万円

○経済対策関係
９億 7,548 万円

○公共施設等の対策
2,837 万円

○住民への対策
2,197 万円

○教育施設等の対策
6,134 万円

○システム改修     658 万円
　元気しらぬか応援券の配
布や町立学校の臨時休業時
でも学びを止めないように
児童生徒 1 人 1 台のタブレッ
ト端末の整備を行いました。

8,256万円
　　町 816　債 7,440   
　　前年 3,850
担当：管理課学校建設係

9,498万円
　　補 2,424　町 6,989
　　他 　 85
　　前年 9,595
担当：管理課総務係
　　　学校教育係

937万円
　　補　38　　町 94
　　他  805　
　　前年 1,017
担当：介護福祉課高齢者支援係

10億9,374万円
　　補 10 億 8,930
　　町 353　　他 91
担当：総務課総務係ほか

○総合体育館やパークゴ
　ルフ場等の管理

8,256 万円
○温水プールの運営

2,739 万円
○温水プールの改修事業

1 億 8,837 万円
○スポーツ広場改修事業

1 億 2,556 万円

○郷土芸能団体への助成
　　　　　  19 万円

○芸術文化鑑賞会の開催
　　　　　　    81 万円

○観光地域づくり推進事
　業　　　　    224 万円

○寄附額
97 億 3,436 万円

　寄附額の内左記を返礼
品 代 等 と し て、 残 り の
40 億 8,366 万 円 を 町 の
基金に積み立てました。

○釧路白糠工業用水道企業団
　負担金　　　 9,316 万円

　釧路白糠工業団地へ工
業用水を供給している企
業団に対し、負担金を支
出しました。

○議員・各委員等報酬
　　　　２億 3,982 万円
○職員給料・手当
　　　　７億 8,480 万円
○共済費等
　　　　２億 8,479 万円
　議員・各委員等報酬の増、
会計年度任用職員への期末
手当の支給開始により、前
年の人件費を上回りました。

4億2,388万円
　　町 2 億 1,700
　　債 1 億 8,490 他 2,198　
　　前年１億 5,658
担当：社会教育課スポーツ推進係

324万円
　　町 114　　債 210
　　前年   816　
担当：社会教育課文化振興係

56億5,070万円
　　他 　56 億 5,070
　　前年 37 億 5,720
担当：企画財政課ふるさと納税推進係

9,316万円
　　町 9,316
　　前年 9,121
担当：企画財政課企業誘致係

13億941万円
　　補 4,433 町 12 億 1,401
　　他 5,107
　　前年 12 億 8,444
担当：総務課職員係ほか

学校施設整備・

管理

教育環境の整備

高齢者福祉

感染症対策

スポーツ施設の管理

ふるさと納税

工業用水道

人件費

文化活動団体へ

の助成

高齢者には ?

教育には ?文化・スポーツには ?

新型コロナウイルス感染症対策には?

その他

(　           　)
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

(　           　)

(　           　)

(　           　)

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

(　           　)

(　           　)

(　           　)

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

(　           　)

(　           　)
元気しらぬか応援券元気しらぬか応援券
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　中村 仁志 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ページ

　１ 防災備品について

　２ ご遺族支援（おくやみ）コーナー設置について

　３ 旧庶路中グラウンド整備について

　中河 敏史 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ページ

　１ エゾシカによる食害について

　２ ヒグマ対策について

　３ コロナウイルス感染症について

　石田 正義 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ページ

　１ 新型コロナ感染症対策について

　２ コープさっぽろ白糠店について

　３ ヤングケアラーについて

　４ 通学路の安全対策について

　坂本 勝雄 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ページ

　１ 庶路、西庶路駅近くにトイレの設置を

　２ 西庶路コミセン前の道路に矢羽根型路面標示を

　立石 　巧 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ページ

　１ 信号機の改善について

　２ スポーツ広場の事故対策について

　澤原 孝行 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ページ

　１ 公園通りの水溜りの補修について

　福地 裕行 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ページ

　１ マスク未着用に係る事案について

　２ 一次産業の振興について

　※掲載している内容は、質問者自身が要約し広報広聴調査特別委員会

　　が校正したものです。

一

般

質

問

問いかけ
提案する

議
員
7
名
が
17
件
21
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

※
一
般
質
問
～
1
人
90
分
以
内
で
、
町
長
・
教
育
長
に
対
し
て
広
く
町
政
に
関
す
る
説
明
を
求
め
ま
す
。
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一般質問

８

中 村 仁 志 議 員

問
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
に
つ
い

て
、
今
や
全
国
で
防
災
備
品
と
し

て
備
蓄
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

コ
ス
ト
の
面
か
ら
も
、
町
と
し
て

整
備
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
伺
う
。

　
答
こ
れ
ま
で
、
コ
ス
ト
比
較
ば

か
り
で
は
な
く
、
基
本
は
避
難
所

で
の
使
い
勝
手
を
重
視
し
て
、
検

討
し
て
き
た
。
粉
ミ
ル
ク
と
液
体

ミ
ル
ク
を
比
較
す
る
と
、
粉
ミ
ル

ク
は
、
調
乳
用
の
水
と
し
て
、
避

難
場
所
に
備
蓄
用
飲
用
水
が
確
保

さ
れ
て
お
り
、
適
温
と
す
る
た
め

の
お
湯
も
準
備
が
可
能
。
液
体
ミ

ル
ク
で
あ
っ
て
も
、
冬
期
間
は
湯

せ
ん
等
で
温
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

哺
乳
ビ
ン
へ
の
移
し
替
え
や
、
缶

の
注
ぎ
口
の
消
毒
も
必
要
と
な
る
。

更
に
は
、
粉
ミ
ル
ク
は
適
温
で
必

要
な
量
だ
け
調
乳
で
き
る
が
、
液

体
ミ
ル
ク
は
飲
み
残
し
た
場
合
廃

棄
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

乳
児
と
接
す
る
方
々
か
ら
意
見

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ど
ち
ら
の
商

品
も
そ
ん
色
は
な
い
が
、
冬
期
間

に
お
け
る
避
難
所
で
の
調
乳
時
等

の
使
い
勝
手
を
考
え
る
と
、
使
い

慣
れ
て
い
る
粉
ミ
ル
ク
の
方
が
良

い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

を
鑑か
ん
がみ
、
冬
期
間
に
お
け
る
液
体

ミ
ル
ク
の
保
存
や
使
い
勝
手
の
改

善
が
あ
れ
ば
、
導
入
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
死
亡
に
伴
う
各
種
手
続
き
は

多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
遺
族

の
負
担
は
非
常
に
大
き
い
。
一
つ

の
窓
口
で
ほ
と
ん
ど
の
手
続
き

が
完
結
す
る
「
お
く
や
み
コ
ー

ナ
ー
」
を
開
設
す
る
自
治
体
も
あ

る
中
、
本
町
で
は
負
担
軽
減
に
向

け
、
ど
う
検
討
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
必
要
な
各
種
手
続
き
を
ま
と

め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
考

え
て
い
る
か
伺
う
。　

答
以
前
は
、
手
続
き
に
来
ら
れ

た
ご
遺
族
に
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
に

移
動
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
現
在

は
各
担
当
職
員
が
窓
口
に
出
向
き
、

一
つ
の
窓
口
で
完
結
す
る
「
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
サ
ー
ビ
ス
」
を
実

施
し
て
い
る
。「
お
く
や
み
コ
ー

ナ
ー
」
と
い
う
名
称
で
は
な
い
が
、

現
在
の
方
法
で
遺
族
の
負
担
は
軽

減
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

ま
た
、
転
入
・
転
出
な
ど
の
手

続
き
も
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

サ
ー
ビ
ス
」
を
基
本
と
し
て
対
応

し
て
い
る
。

　

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
現
在
「
遺

族
諸
手
続
き
一
覧
」
に
簡
潔
に
ま

と
め
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
活

用
し
て
ほ
し
い
。

問
旧
庶
路
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
い

つ
頃
ま
で
に
整
備
し
野
球
場
と
し

て
完
成
す
る
の
か
伺
う
。

答
町
内
の
少
年
団
、
学
校
部
活

動
及
び
社
会
人
の
野
球
団
体
の
減

少
を
踏
ま
え
、
令
和
２
年
３
月
に

策
定
し
た
白
糠
町
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
計
画
に
お
い
て
、
旧
庶
路
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
新
た
な
野

球
場
と
し
て
の
整
備
は
行
わ
ず
、

既
存
の
白
糠
町
営
野
球
場
の
機
能

を
維
持
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の

た
め
、
旧
庶
路
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、町
営
野
球
場
、ス
ポ
ー

ツ
広
場
の
機
能
を
補
完
し
、
利
用

種
目
を
限
定
せ
ず
、
多
目
的
に
利

用
で
き
る
施
設
と
し
て
、
必
要
最

小
限
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問答
液
体
ミ
ル
ク
は
防
災

備
蓄
で
き
る
の
で
は

な
い
か

保
存
や
使
い
勝
手
の

改
善
が
あ
れ
ば
導
入

を
検
討
し
た
い

問答
「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」

ま
た
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

検
討
し
て
い
る
か
伺
う

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
サ
ー
ビ
ス
」
を
基

本
に
対
応
し
て
い
る

問答
旧
庶
路
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、
い
つ
野
球
場
と
し

て
完
成
す
る
の
か

新
た
な
野
球
場
と
し

て
整
備
は
行
わ
な
い
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一般質問

８

中 河 敏 史 議 員

問
本
年
は
、
例
年
に
比
較
し
エ

ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が

増
加
し
て
い
る
。
特
に
デ
ン
ト

コ
ー
ン
の
被
害
が
顕
著
で
あ
り
、

防
鹿
柵
の
有
無
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
町
の

防
鹿
柵
は
、
当
初
、
山
裾
に
設
置

す
る
広
域
柵
で
あ
っ
た
が
、
現
在

で
は
効
果
が
少
な
い
。
畑
を
囲
う

方
法
で
は
差
が
歴
然
と
し
て
い
る
。

今
後
畑
を
囲
う
対
策
が
急
務
で
あ

る
が
、
受
益
者
の
負
担
が
大
き
い
。

町
の
対
応
は
。

　
答
本
町
の
エ
ゾ
シ
カ
対
策
と
し
て

は
、「
駆
除
」
と
「
防
御
」
の
両
立

が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
の
も
と
、

銃
器
等
に
よ
る
有
害
捕
獲
と
農
地

な
ど
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
鹿

柵
の
設
置
を
行
っ
て
お
り
、
特
に

「
駆
除
」
の
面
に
つ
い
て
は
、
地
元

ハ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
道
内
で

も
有
数
の
捕
獲
実
績
に
な
っ
て
い

る
。「
防
御
」
で
は
、
平
成
10
年
度

か
ら
３
年
間
で
89
㎞
の
広
域
柵
、
平

成
18
年
度
に
は
中
山
間
白
糠
集
落

が
個
別
の
圃
場
を
囲
う
た
め
、
共

同
取
組
に
よ
る
助
成
制
度
を
創
設
。

平
成
25
年
度
か
ら
は
国
の
鳥
獣
被

害
防
止
総
合
対
策
事
業
（
整
備
事

業
）
へ
上
乗
せ
す
る
こ
と
に
よ
り
、

受
益
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
き

た
が
、
令
和
３
年
度
か
ら
、
個
人
の

圃
場
を
囲
う
事
業
に
は
適
用
で
き

な
く
な
り
受
益
者
負
担
が
増
加
し

た
。
町
と
し
て
は
、従
来
か
ら
の「
駆

除
」
と
「
防
御
」
を
推
進
し
て
い

く
考
え
に
変
わ
り
は
な
く
、
地
元

ハ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
エ
ゾ
シ

カ
の
個
体
調
整
を
継
続
し
て
い
く
。

防
御
の
面
は
、
中
山
間
白
糠
集
落

の
助
成
制
度
に
よ
る
受
益
者
負
担

の
軽
減
が
図
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
な
の
か

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
な
ど
の

関
係
機
関
と
協
議
を
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

問
現
在
ま
で
の
被
害
は
作
付

面
積
４
１
５
㏊
の
う
ち
88
㏊

（
21
・
２
％
）、
収
量
減
は
約
５
，

２
７
４
ｔ
、
被
害
額
４
９
５
２
万

円
、
経
費
約
３
９
５
５
万
円
の
損

失
と
な
っ
て
い
る
。
防
鹿
柵
は
全

長
４
２
０
㎞
、
９
億
２
０
０
０
万

円
を
か
け
て
整
備
し
て
き
た
が
、

広
域
柵
で
は
対
応
出
来
ず
、
現
在

で
は
畑
を
囲
う
方
法
が
有
効
で
あ

り
、
町
の
協
力
が
必
要
。

答
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

問
北
海
道
で
ヒ
グ
マ
の
被
害
、

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
本
町
で

も
目
撃
情
報
が
後
を
絶
た
な
い
。

幸
い
事
故
の
報
告
は
な
い
が
、
過

去
に
は
死
亡
事
故
も
起
き
て
い
る
。

北
海
道
も
対
策
を
検
討
し
て
い
る

が
、
問
題
は
増
え
て
い
る
個
体
調

整
で
あ
り
、
本
町
で
も
対
策
が
必

要
で
あ
る
。

答
道
内
各
地
で
人
の
生
活
域
へ

の
出
没
が
増
加
し
て
お
り
、
本
年

度
の
ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
事
故
は

過
去
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
保
護

に
重
点
を
置
い
た
施
策
が
一
つ
の

要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
釧
路
管
内

で
も
標
茶
町
、
厚
岸
町
で
家
畜
へ

の
被
害
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

両
町
が
先
行
し
て
個
体
調
整
の
推

進
な
ど
を
北
海
道
に
要
望
し
た
。

本
町
の
対
策
は
過
去
の
人
身
事
故

や
、
農
業
被
害
を
踏
ま
え
、
巡
視

や
箱
わ
な
を
増
設
す
る
な
ど
の
対

策
を
講
じ
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
住
民
へ
の
目
撃
情
報
な

ど
の
速
や
か
な
周
知
と
注
意
喚
起
、

ハ
ン
タ
ー
に
よ
る
警
戒
強
化
の
呼

び
か
け
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
今

後
も
広
域
的
な
連
携
強
化
を
図
り

被
害
防
止
に
努
め
る
。

問
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
、
変
異
株
の
感
染
が
急
拡

大
し
て
い
る
。
本
町
で
は
早
期
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
更
な
る
対
策
が
求
め
ら

れ
る
。

答
本
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
希
望
す
る

中
学
生
以
上
の
87
・
９
％
が
実
施
。

都
合
等
に
よ
り
接
種
で
き
な
か
っ

た
方
に
は
、
９
月
６
日
か
ら
町
内

医
療
機
関
で
個
別
接
種
を
実
施
し

て
い
る
。
更
な
る
対
策
に
つ
い
て

は
今
ま
で
と
同
様
、
日
々
の
行
動

制
限
が
感
染
防
止
に
つ
な
が
る
こ

と
を
啓
発
し
て
い
く
。
新
た
な
変

異
株
に
対
応
す
る
た
め
国
の
動
向

を
み
て
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
。

問答
更
な
る
防
鹿
柵
の
設

置
を

関
係
機
関
と
協
議
し

な
が
ら
検
討
す
る

問答
ヒ
グ
マ
対
策
が
必
要

広
域
連
携
の
強
化
で

被
害
防
止

問答
変
異
株
が
拡
大
し
て

い
る
が
対
策
は

感
染
が
収
束
す
る
ま

で
慎
重
な
行
動
を
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一般質問

８

石 田 正 義 議 員

問
65
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

状
況
を
伺
う
。

答
対
象
者
３
，
２
７
３
名
に
対

し
、
１
回
接
種
者
２
，
９
９
７
名
、

２
回
接
種
者
２
，
９
４
３
名
で

89
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
54
名
の
１
回
の
み
の
方
々
は
、

何
ら
か
の
副
反
応
等
で
2
回
目
の
接

種
が
で
き
な
い
の
か
。

答
１
名
は
副
反
応
に
よ
り
２
回

目
を
希
望
し
な
か
っ
た
。
他
の

方
々
も
電
話
で
確
認
し
た
が
、
本

人
が
希
望
し
て
い
な
か
っ
た
り
、

持
病
が
あ
り
２
回
目
ま
で
の
３
週

間
の
間
に
亡
く
な
っ
た
方
も
い
る
。

問
64
歳
以
下
の
年
代
別
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

問
２
回
接
種
済
み
の
接
種
率
で
、

10
代
78
・
１
％
、
20
代
81
・
４
％
、

30
代
86
・
5
％
、
40
代
85
・
0
％
、

50
代
89
・
7
％
、
60
代
90
・
８
％

で
あ
る
。

問
町
外
か
ら
通
勤
し
て
い
る
方

へ
の
接
種
の
考
え
は
な
い
か
。

答
老
人
福
祉
施
設
や
介
護
の
方

は
職
場
で
行
っ
て
い
る
。
教
職
員

は
希
望
者
33
名
で
、
個
別
接
種
90

人
の
枠
の
中
で
医
療
機
関
と
日
程

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

問
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
接
種
で

き
な
か
っ
た
方
の
対
応
は
。

答
個
別
接
種
と
し
て
予
約
受
付

し
、
90
人
の
枠
が
埋
ま
っ
た
。
今

後
は
、
ワ
ク
チ
ン
残
量
等
考
慮
し

対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問
感
染
防
止
対
策
を
し
な
い
来

庁
者
か
ら
職
員
の
健
康
と
生
命
を

守
る
対
策
が
必
要
と
思
う
。
国
を

信
頼
し
、
政
策
に
基
づ
い
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
推
奨
し
、
し
っ
か
り

打
っ
て
も
ら
う
の
が
執
行
者
の
務

め
で
あ
る
。

答
一
階
ロ
ビ
ー
で
の
手
指
の
消

毒
、
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
体

温
測
定
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
越
し

の
対
応
、
マ
ス
ク
着
用
等
、
対
策

を
講
じ
て
い
る
。
対
応
策
に
理
解

を
し
て
く
れ
な
い
方
に
は
、
危
機

感
を
も
っ
て
協
力
要
請
し
て
い
く
。

問
７
月
21
日
閉
店
説
明
会
を
実

施
し
た
よ
う
だ
が
内
容
を
伺
う
。

閉
店
後
の
テ
ナ
ン
ト
を
募
集
す
る

と
の
こ
と
だ
が
状
況
は
ど
う
か
。　

答
説
明
会
は
組
合
員
に
対
し
て

の
説
明
で
あ
り
、
担
当
課
は
参
加

し
て
お
ら
ず
把
握
し
て
い
な
い
。

問
家
族
の
世
話
、
家
事
な
ど
、

通
学
や
進
学
に
影
響
が
あ
る
18
歳

未
満
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

を
伺
う
。

答
年
齢
や
成
長
の
度
合
い
に
見

合
わ
な
い
重
い
責
任
や
負
担
を
負

う
こ
と
で
、
本
人
の
育
ち
や
教
育

に
影
響
が
あ
る
と
い
っ
た
課
題
が

あ
り
、
早
期
発
見
、
早
期
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
町

で
の
相
談
実
績
は
な
い
が
、
今
後

は
、
福
祉
、
介
護
、
医
療
、
教
育

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
係
る
取

り
組
み
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
去
る
６
月
28
日
千
葉
県
で
小

学
生
５
人
が
死
傷
し
た
事
故
を
受

け
、
国
は
安
全
対
策
を
徹
底
し
、

歩
道
整
備
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の

整
備
を
進
め
る
と
聞
く
。

答
通
学
路
の
再
点
検
や
情
報
収

集
を
行
い
３
ヶ
所
が
危
険
個
所
と

し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
釧

路
警
察
署
、
釧
路
開
発
建
設
部
、

関
係
学
校
、
町
、
教
育
委
員
会
で

現
地
の
安
全
状
況
を
確
認
す
る
合

同
点
検
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

安
全
対
策
が
必
要
と
判
断
し
、
横

断
歩
道
の
設
置
や
歩
行
路
の
整
備
、

警
戒
標
識
の
設
置
な
ど
、
関
係
機

関
と
協
議
の
う
え
取
り
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
白
糠
町
通
学
路
安
全
対

連
絡
協
議
会
を
母
体
に
各
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
、
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
に
努
め
、
必
要
に
応
じ

て
歩
道
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
整
備
な

ど
の
要
望
も
し
て
い
く
。

問答
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
白

糠
店
に
つ
い
て

町
と
し
て
説
明
会
の
内

容
等
把
握
し
て
い
な
い

問答
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
希
望
者
の
接
種

を
進
め
、
感
染
対
策
の
協

力
を
要
請
し
て
い
く

問答
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
を
密

に
し
支
援
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く

問答
通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

通
学
路
安
全
対
策
連
絡

協
議
会
を
母
体
に
安
全

確
保
に
努
め
て
い
く
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一般質問

８

坂 本 勝 雄 議 員

問
庶
路
駅
前
は
、
町
営
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
始
発
の
バ
ス
停
も

あ
り
、
駅
前
、
駅
舎
周
辺
の
花
壇

の
手
入
れ
も
行
き
届
い
て
い
る
。

駅
舎
内
も
い
つ
も
き
れ
い
で
、
町

民
、
観
光
客
も
よ
く
立
ち
寄
っ
て

い
る
が
「
ト
イ
レ
が
な
い
の
が
残

念
」
と
言
わ
れ
る
。

　

西
庶
路
駅
に
関
し
て
も
、
花
壇

を
西
庶
路
連
合
町
内
会
、
西
庶

路
町
内
会
で
管
理
整
備
し
て
い

る
。
庶
路
学
園
の
通
学
、
駅
や
バ

ス
、
病
院
の
利
用
者
が
、
常
に
行

き
来
し
て
い
る
が
、
駅
近
く
に
ト

イ
レ
が
な
く
不
便
と
の
こ
と
で
あ

る
。
庶
路
駅
、
西
庶
路
駅
近
く
に

ト
イ
レ
の
設
置
が
必
要
と
思
う
が

考
え
を
伺
う
。

　
答
庶
路
駅
の
ト
イ
レ
は
平
成
６

年
に
、
西
庶
路
駅
の
ト
イ
レ
は
平

成
17
年
に
廃
止
し
た
。

　

駅
の
無
人
化
等
の
影
響
に
よ
り
、

い
た
ず
ら
や
ボ
ヤ
騒
ぎ
が
相
次
い

だ
こ
と
か
ら
、
地
域
や
Ｊ
Ｒ
北
海

道
と
協
議
を
行
い
、
防
犯
上
・
維

持
管
理
上
、
廃
止
や
む
な
し
と
の

結
論
に
至
っ
た
経
過
で
あ
る
。

　

本
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

に
も
同
様
の
一
般
質
問
が
あ
り
、

近
隣
の
公
共
施
設
や
公
園
の
ト
イ

レ
の
活
用
を
お
願
い
し
、
西
庶
路

駅
周
辺
の
公
衆
ト
イ
レ
設
置
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、

現
在
に
至
っ
て
も
地
域
の
日
常
的

な
必
要
性
を
見
い
だ
せ
な
い
こ
と

か
ら
、
町
と
し
て
新
た
に
公
衆
ト

イ
レ
を
建
設
す
る
考
え
は
な
い
。

　

Ｊ
Ｒ
の
利
用
者
に
は
列
車
内
の

ト
イ
レ
を
、
観
光
の
方
に
は
道
の

駅
の
ト
イ
レ
を
利
用
い
た
だ
く
こ

と
で
対
応
で
き
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

問
平
成
27
年
に
も
駅
に
ト
イ
レ

の
設
置
の
質
問
が
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
６
年
た
っ
た
今
で
も
町
民
か

ら
要
望
が
あ
る
の
は
必
要
性
が
あ

る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
駅
周
辺
の
公
共
施
設
や

公
園
の
ト
イ
レ
は
ど
の
位
置
に
あ

る
か
伺
う
。

答
平
成
27
年
の
質
問
に
対
し
て

も
、
当
時
、
近
く
の
ト
イ
レ
の
利

用
を
お
願
い
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

町
民
か
ら
議
員
の
質
問
以
外
に
ト

イ
レ
の
要
望
は
聞
い
て
い
な
い
。

　

庶
路
駅
か
ら
近
い
公
共
の
ト

イ
レ
は
庶
路
町
民
セ
ン
タ
ー
で

４
５
０
ｍ
、
西
庶
路
駅
近
く
は
、

庶
路
支
所
が
５
０
０
ｍ
、
な
ぎ
さ

公
園
が
５
０
０
ｍ
、
千
鳥
公
園
が

４
０
０
ｍ
の
所
に
あ
る
。

問
西
庶
路
錦
公
園
付
近
か
ら
コ

ミ
セ
ン
前
の
歩
道
、
車
道
は
、
朝

の
庶
路
学
園
の
登
校
時
間
に
は
、

一
般
の
通
勤
車
両
が
行
き
来
し
、

同
じ
時
間
帯
に
海
外
か
ら
の
実
習

生
80
人
近
く
が
西
庶
路
の
大
手
水

産
会
社
に
毎
朝
自
転
車
で
通
勤
し

て
い
る
。
朝
の
子
ど
も
た
ち
の
見

守
り
で
見
て
い
る
が
、
い
つ
事
故

に
繋
が
る
か
分
か
ら
な
い
。
錦
公

園
前
か
ら
コ
ミ
セ
ン
前
の
道
路
に

自
転
車
専
用
の
矢
羽
根
型
路
面
標

示
が
必
要
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

答
近
年
、
国
道
等
で
自
動
車
と

自
転
車
が
混
在
す
る
道
路
（
車
道

混
在
）
で
、
自
転
車
交
通
量
が
多

い
道
路
の
一
部
に
、
青
色
の
矢
羽

根
型
路
面
表
示
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
自
転
車
の
正
し
い
通

行
位
置
と
進
行
方
向
を
明
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
転
車
の
秩
序
あ

る
通
行
が
促
進
さ
れ
、
歩
行
者
、

自
動
車
、
自
転
車
に
と
っ
て
安
全

で
快
適
な
環
境
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

道
路
交
通
法
で
は
、
自
転
車
は

軽
車
両
で
あ
り
、
車
道
の
左
側
部

分
を
走
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

質
問
の
西
庶
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
前
の
町
道
西
庶
路
北
１

丁
目
通
り
の
外
国
人
実
習
生
の
自

転
車
通
行
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

自
転
車
利
用
に
係
わ
る
交
通
安
全

指
導
、
啓
発
を
関
係
会
社
の
協
力

を
得
な
が
ら
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
路
肩
を
示

す
路
面
表
示
の
設
置
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答
庶
路
、
西
庶
路
駅
近
く

に
ト
イ
レ
の
設
置
を

近
隣
の
施
設
や
公
園

の
ト
イ
レ
の
利
用
を

問答
西
庶
路
コ
ミ
セ
ン
前

の
道
路
に
矢
羽
根
型

路
面
標
示
を

関
係
会
社
の
協
力
を

得
な
が
ら
啓
発
す
る

新たに路面標示された道路新たに路面標示された道路
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一般質問

８

立 石 　 巧 議 員

問
以
前
に
も
質
し
た
が
、
白
糠
郵

便
局
前
の
国
道
（
38
号
と
３
９
２

号
）
交
差
点
で
、
赤
信
号
で
も
停

車
せ
ず
進
入
す
る
車
を
見
か
け
る
。

対
向
車
両
や
歩
行
者
に
と
っ
て
大

変
危
険
で
あ
る
。
そ
の
要
因
と
し

て
、
信
号
機
が
時
差
式
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
交
通
量
が

多
く
な
る
と
、
信
号
待
ち
の
車
列

が
で
き
る
た
め
、
無
理
し
て
交
差

点
に
入
る
こ
と
が
あ
る
と
の
指
摘

が
あ
る
。

答
平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
で

の
質
問
を
受
け
、
白
糠
Ｉ
Ｃ
の
開

通
に
よ
り
車
が
増
え
る
懸
念
か
ら
、

時
差
式
信
号
機
の
設
置
を
要
請
し

た
が
、
あ
づ
ま
カ
ラ
ー
前
か
ら
白

糠
郵
便
局
前
ま
で
の
信
号
機
は
連

動
し
て
い
る
た
め
、
白
糠
郵
便
局

前
交
差
点
の
み
を
時
差
式
に
変
更

す
る
こ
と
は
、
信
号
の
動
作
間
隔

な
ど
技
術
的
に
困
難
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
開
通
に
よ
る
対
策

と
し
て
、
南
北
の
青
信
号
の
時
間

を
10
秒
延
長
し
、
渋
滞
を
回
避
す

る
対
策
を
行
っ
た
。

　

右
折
す
る
際
の
信
号
機
に
つ
い

て
、
改
め
て
釧
路
警
察
署
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、（
右
折
需
要
が
多

く
）
右
折
専
用
車
線
が
あ
る
交
差

点
は
、
設
置
の
調
査
・
検
討
が
可

能
と
の
回
答
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
町
と
し
て
も
当
該
交
差
点

の
状
況
は
把
握
し
て
い
る
。
信
号

無
視
の
よ
う
な
悪
質
な
交
通
違
反

の
取
り
締
ま
り
の
強
化
に
努
め
た

い
。

問
９
月
に
完
成
し
供
用
開
始
と

な
る
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
、
町
民
も

楽
し
み
に
し
て
い
る
。
以
前
の
施

設
（
町
民
広
場
）
か
ら
み
る
と
施

設
も
環
境
も
数
倍
ア
ッ
プ
し
た
。

利
用
す
る
方
も
増
え
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
が
、
同
じ
施
設
内
で

歩
く
人
、
走
る
人
、
球
技
を
す
る

人
、
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
同
時
に

行
わ
れ
る
事
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
際
、
接
触
事
故
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

答
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
外
周
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
広
場
内

に
は
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
の
ほ
か
、

陸
上
の
１
０
０
ｍ
レ
ー
ン
を
２

レ
ー
ン
、
幅
跳
び
、
砲
丸
投
げ
の

ピ
ッ
ト
、
更
に
は
、
町
民
の
皆
様

に
多
目
的
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
全
面
を
芝
で
整
備
し
、
９
月

中
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
予

定
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
ス
ポ
ー

ツ
広
場
は
、
町
民
の
健
康
づ
く
り

の
場
と
し
て
の
活
用
を
第
一
に
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
に

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
全
・
安

心
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

指
定
管
理
者
と
教
育
委
員
会
が
十

分
協
議
し
た
う
え
で
、
注
意
喚
起

を
促
す
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、

安
全
対
策
に
取
り
組
み
た
い
。

　

芝
を
整
備
し
た
広
場
内
で
は
球

技
の
利
用
も
可
能
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
広
場
中
央
で
行
っ
て

も
ら
う
な
ど
、
互
い
の
距
離
が
確

保
で
き
る
よ
う
十
分
な
管
理
を
行

い
、
安
全
な
利
用
の
徹
底
を
図
る
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
専
用

利
用
の
際
は
、
施
設
内
へ
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活

用
等
、
早
期
に
周
知
し
て
い
く
。

問
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
今
年
度
は
、
緊
急
事
態
宣
言

が
解
除
さ
れ
て
か
ら
の
一
般
利

用
、
あ
る
い
は
、
少
年
団
の
利
用

と
な
る
。
今
年
９
月
18
・
19
日
に

は
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
記
念
の
少
年
団
の

サ
ッ
カ
ー
大
会
を
予
定
し
て
い
た

が
、
中
止
と
な
っ
た
。
釧
路
地
区

サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
は
、
来
年
度

も
引
き
続
き
会
場
に
し
た
い
と
言

う
話
も
あ
る
。

問答
安
全
安
心
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
を

利
用
者
へ
の
告
知
に

努
め
た
い

問答
危
険
交
差
点
！

　
　
　
改
善
す
べ
き

交
通
状
況
を
見
な
が

ら
対
応

郵便局前交差点郵便局前交差点
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お申し込み・お問い合わせ

開催方法・要件
申込／懇談したいテーマがありましたら、開催希望日の２週間前までに
　　　お申し込みください。
　　　テーマに応じて右記の分科会が、希望する日時・場所に伺います。
　　　ただし、議会期間中はご遠慮願います。
対象／町内在住で５人以上出席見込みのある任意の団体やグループです。
進行／懇談会の進行は、申込者がお決めいただいても結構です。

「みなさまの声」 を聴きに伺います

議会の出前懇談会議会の出前懇談会
　議会では、議会との懇談を希望される団体やグループがいつでも、どこ
でも懇談できるように出前懇談会を開催します。

白糠町議会事務局　〒 088-0392　白糠町西 1 条南 1 丁目 1 番地 1

●電話：01547(2)2171( 内線 303)　　　● FAX：01547(2)4659　

●メール：giji@town.shiranuka.lg.jp　（件名に「議会の出前懇談会申込み」と記載願います。）
●申込用紙　　白糠町ホームページから入手できます。（郵送でも受付けます。）

議会の出前懇談会については、FAX・メールでも申込みできます。

議会改革・活性化特別委員会組織

産業・厚生
分　科　会

総務・文教
分　科　会

広報・広聴
分　科　会

議 会 運 営
分　科　会

（防災・教育・その他） （産業、民生福祉）

（議会運営） （議会だより）
※本委員会では、４つの分科会を組成しております。

澤 原 孝 行 議 員

問
町
道
公
園
通
り
を
北
に
向

か
っ
て
、
公
園
通
り
１
号
橋
を
越

え
た
部
分
は
、
大
雨
な
ど
に
よ
り

大
き
な
水
た
ま
り
が
で
き
る
。

　

通
行
車
両
の
歩
行
者
へ
の
水
は

ね
、
車
両
の
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ン
に

よ
る
事
故
の
危
険
性
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
補
修
が
必
要
と
思
う

が
伺
う
。

　
答
舗
装
の
補
修
に
つ
い
て
は
、

定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

対
応
し
て
い
る
が
、
こ
の
箇
所
の

よ
う
に
部
分
的
な
補
修
で
は
対
応

で
き
な
い
場
合
は
、
次
年
度
以
降

の
舗
装
改
修
事
業
の
中
で
取
り
進

め
る
計
画
で
あ
る
。

問
８
月
23
日
に
大
雨
が
降
り
、

傳
蔵
橋
の
東
側
の
山
林
、
3
箇
所

か
ら
雨
水
が
川
の
よ
う
に
町
道
に

流
れ
、
さ
ら
に
大
量
の
水
が
た
ま

る
の
で
、
ま
す
の
清
掃
、
側
溝
に

雨
水
が
入
ら
な
い
箇
所
の
早
急
な

補
修
が
必
要
と
思
う
。

答
問
題
は
、
集
合
ま
す
に
し
て

も
、
側
溝
に
し
て
も
す
ぐ
流
せ
な

い
こ
と
か
ら
、
舗
装
改
修
で
行
い

た
い
。

一般質問

８

問答
公
園
通
り
の
水
溜
り

補
修
に
つ
い
て

次
年
度
以
降
の
舗
装
改

修
事
業
で
取
り
進
め
る

町道公園通りの水たまり町道公園通りの水たまり
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一般質問

８

福 地 裕 行 議 員

問
コ
ロ
ナ
禍
騒
動
は
茶
番
劇
。

ぎ
ま
ん
に
満
ち
た
ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や

遺
伝
子
改
変
試
薬
に
よ
る
人
体
実

験
で
あ
り
、
国
家
犯
罪
と
も
言
え

る
現
況
を
座
視
で
き
な
い
が
、
連

関
す
る
マ
ス
ク
、
８
月
３
日
の
殉

公
者
追
悼
式
で
不
着
用
を
理
由
に

実
力
行
使
に
よ
り
参
席
を
阻
止
さ

れ
た
。
暴
挙
は
何
に
基
づ
く
措
置

な
の
か
。

答
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
の
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
安
心
し

て
式
典
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
努

め
た
。

問
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

等
特
別
措
置
法
に
は
、
協
力
・
努

力
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
だ
け

で
法
令
上
の
強
制
力
は
、
物
理
・

科
学
的
に
も
有
害
無
益
。
だ
か
ら

こ
そ
国
も
義
務
化
で
き
な
い
し
、

ま
た
強
制
は
基
本
的
人
権
、
刑
法

に
も
抵
触
す
る
。

答
国
も
推
奨
し
て
い
る
し
、
大

多
数
の
国
民
は
倣
っ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
協
力
要
請
で
あ
る
。

問
効
用
の
科
学
的
根
拠
は
無
い

の
に
国
が
言
う
か
ら
と
は
も
っ
て

の
ほ
か
。

答
一
貫
し
て
要
請
し
て
い
る
。

問
最
早
、
コ
ロ
ナ
禍
騒
動
以
前

の
社
会
に
戻
る
こ
と
は
な
い
が
、

今
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
と
も
捉
え
て
ま

ち
の
在
り
方
を
真
剣
に
考
え
、
総

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
時
で
あ
る
。

　

道
の
駅
移
設
や
駅
前
整
備
も
結

構
か
も
し
れ
な
い
が
「
町
民
の
た

め
」
を
第
一
義
に
不
要
不
急
の
出

費
を
抑
え
、
先
ず
は
一
次
産
業
の

よ
り
具
体
的
な
振
興
を
図
る
べ
き

時
と
心
得
る
。

答
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
産
業
全
般
に
わ
た
り
転
換
期

を
迎
え
て
い
る
現
在
、
行
政
主
導

に
よ
る
課
題
解
決
に
は
限
界
が
あ

る
。

　

各
経
済
団
体
等
に
は
各
々
の
立

場
で
考
え
て
い
た
だ
き
、
取
り
組

む
事
業
に
対
し
最
大
限
の
支
援
を

す
る
た
め
、
基
金
の
整
備
・
積
立

を
行
っ
た
。

　

こ
の
基
金
の
活
用
に
よ
り
、
各

業
界
の
積
極
的
な
事
業
展
開
を
促

し
、
地
域
産
業
と
経
済
の
一
層
の

振
興
を
図
る
起
爆
剤
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

　

農
業
＝
支
援
体
制
を
Ｐ
Ｒ
し
、

次
代
を
担
う
様
々
な
「
人
材
」
の

確
保
に
努
め
る
。

　

林
業
＝
永
続
的
な
資
源
の
循
環

利
用
や
未
整
備
森
林
の
適
切
な
活

用
、
人
材
育
成
、
環
境
教
育
な
ど

に
取
り
組
む
。

　

漁
業
＝
漁
組
が
検
討
を
進
め
て

い
る
ホ
タ
テ
貝
養
殖
事
業
、
漁
協

青
年
部
が
取
り
組
ん
で
い
る
付
加

価
値
付
け
や
販
路
拡
大
、
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ
養
殖
の
模
索
に
対
し
て
積

極
的
な
支
援
に
努
め
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
の

は
、
第
一
次
産
業
の
再
興
と
振
興

だ
と
常
に
念
頭
に
置
き
取
り
組
み

を
進
め
る
。

問
大
変
革
の
時
、
悠
長
な
こ
と

は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。

　

今
ま
さ
に
農
の
時
代
で
も
あ
る

か
ら
、
安
全
な
農
産
物
で
他
所
と

差
別
化
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
。

　

今
日
ま
で
、
長
い
間
見
て
き
た

が
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
変
わ
ら

な
い
状
況
か
ら
も
、
こ
こ
は
や
は

り
役
場
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給

率
向
上
は
、
国
全
体
の
課
題
だ
が
、

北
海
道
は
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て
い

る
。
一
歩
一
歩
進
め
る
し
か
な
い

が
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
し
な

が
ら
思
い
切
っ
た
手
も
打
つ
。

　

こ
れ
か
ら
も
最
善
の
努
力
を
重

ね
る
。

問答
一
般
的
に
マ
ス
ク
は

有
害
無
益

国
も
推
奨
し
て
い
る

か
ら

問答
要
は
第
一
次
産
業
の

振
興

積
極
的
に
後
押
し
す

る
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委 員 会 ・

協 議 会 の 活 動

⃝白糠町過疎地域持続的発展計画 ( 案 ) について
　昭和 45 年以来、議員立法により過去４次にわたり
制定された「過疎法」により地域の振興を図る対策が
講じられてきた。
　今般「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別
措置法」が議員立法による10 年間の時限立法として、
令和３年４月１日施行されたことにより、旧過疎法の
改正点及び過疎対策事業債の充当を見込む事業を搭
載した本町の計画（案）について、担当課から説明を
受けた。

【主な質疑】
問白糠の歴史を述べる上では先住民族であるアイヌ民
族の位置づけというのが大事だと思うが、今回も載せ
ないのには理由があるのか。
答これまでの様々な計画も、記載はなかった。今後
検討したい。
問文化施設整備事業は新しい文化施設を作るのか、
今あるのを改築するということか。
答今後、新しい施設を整備するのか、今あるものを改
築するのかを含め、計画に載せている。

７月 12 日　●白糠町過疎地域持続的発展計画 ( 案 ) について

全員協議会

●工場からの黒い煙について
　大気汚染防止法に関する事務を所管する北海道の
見解と企業から聞き取りした内容について、担当課か
ら報告を受けた。
・北海道の見解
　いおう酸化物、窒素酸化物、ばいじん、いずれも
基準値以下であり、違法性はない。
・企業の対応
　燃料供給方法の改善、ばい煙センサーの交換、　
熱交換器の交換、送風装置の設置等、企業努力をし
ている。

【委員からの意見】
　測定結果は基準以内であるので、承認しなければ
ならない。企業も何とかしようとしているので、その
努力を見守っていきたい。

【主な質疑】
問黒い煙を薄くする工夫ができないのか。
答企業も改修や工夫に取り組んでおり、送風機、熱
交換器の交換などを実施し、発生回数を減らす努力
をしている。

８月 26 日　●環境保全対策に関すること

産業厚生常任委員会
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⃝放課後学習サポート事業に関すること
　令和元年度の 2 学期から、町内全小学校で取り組
んでいる「放課後学習サポート事業」の状況と今後の
予定について担当課から説明を受けた。

【主な質疑】
問毎年対象となる学年を増やしていくということだ
が、中学校はどうするのか。
答令和３年度は小学校 4 年生まで広げ、来年、再来
年と 1 学年ずつ拡充していく予定。まずは小学校 6
年生まで、今の形で進める。
　中学生は、今導入しているアプリ、ソフトを小学生
とは異なるものにしなければならないので、今後の拡
充の中で検討していきたい。

【調査結果】
　当事業は順調に推移しており、今後も引き続き取り
組みが推進さることから、子どもたちの家庭学習の習
慣化、基礎学力の定着が図られることを期待し調査
を終了する。

８月 24 日　●放課後学習サポート事業に関すること

総務文教常任委員会

●調査の目的　
　学校給食は、児童生徒の心身の健全な発達に資す
るものであり、食に関する正しい理解と適切な判断力
を養ううえで重要な役割を果たしている。
　その運営にあたって本町では、必要な経費のうち、
施設の維持管理等は町が負担する公会計とし、保護
者が負担する食材費相当分は私会計により取り扱って
きたところである。
　一方、平成 29 年度に開始した学校給食費無料化
に伴い、教員等による給食費の管理は不要となり、
公会計化と同じ効果が得られていること、また、文部
科学省も学校給食費の公会計化を推進していること
を踏まえ、本町教育委員会が検討している学校給食
費会計の公会計化について調査を行ったものである。

●調査の経過
　事務担当から、学校給食費会計の現状、公会計化
に伴う効果のほか、説明を受け、質疑・意見交換を行っ
た。
　質疑・意見交換では、本件の内容は、これまでも
調査が行われてきた経過があり、未納者（過年度給
食費の取り扱い）に関しては、積み重ねられてきた課
題として、公会計化にあたっての取り扱いには不公平
感が残るとの意見があったものの、公会計への移行
について異論はなかった。

●所見（調査の結果）
　学校給食費会計の公会計化は適当と判断する。

学校給食費会計の公会計化に対して委員会報告を実施 !!

総務文教常任委員会
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福地裕行白糠町議会議員に対する辞職勧告決議

　9月定例会 1日目に「福地裕行白糠町議会議員に対する辞職勧告決議」が提案されました。
　提案理由説明の後、即日採決の結果、賛成多数で可決されました。
提出者：立石　巧　　　賛成者：小野キサ　小池憲一
【決議原文】

　福地裕行議員が８月 30日付で町議会と町を相手取り、マスクを着用しないで議会に出席
し発言する権利などを求めて、釧路地裁に提訴したことをマスコミに喧伝するとともに、イ
ンターネット上で全国に提訴内容を拡散した。
　しかしながら、マスクを着用し議会に出席することは、新型コロナウイルス感染症の拡大
を予防、周りの人に感染させないという理由から、議会議員全員で協議決定したものである。
　現在、町民の健康と命を守るために、全町を挙げて感染予防対策に取り組んでおり、その
範となる行動を示さなければならない公人である議員が、自身の都合により提訴するという
ことは、我々議員ばかりでなく感染予防対策に取り組んでいる町民の皆様をも冒涜するとと
もに、町並びに町議会の名誉と信頼を著しく失墜させるものであり、さらには議会活動及び
議員活動を停滞させるものである。
よってこの度の行動は到底容認できるものではなく、厳しく対処すべきと判断することから
福地裕行議員に議員辞職勧告する。
　以上、決議する。

　世界中でこの問題についていろいろな意見が起きております。人権の問題であります。
　この人権の問題を考えると、このたびの辞職勧告決議案はあまりにも急すぎるような気が
いたしますので、私は反対いたします。（中河）

　白糠町議会の決まり、ルールを守らない議員には、辞職勧告決議を提出するべきだと私は
思います。（折出）

討
　
　
論

討
　
　
論

反
対

賛
成

　その他の委員会活動
●全員協議会　　　８月 31 日
●議会運営委員会　　　７月５日、８月 27 日・31 日、９月６日
⃝広報広聴調査特別委員会　　 　10 月７日・14 日

●「町民と議会の懇談会」について
　今年度の「町民と議会の懇談会」について、実施
するかしないかを、今後の新型コロナウイルス感染症
の状況等を見ながら次回の委員会で決定することとし
た。

●議員定数・議員報酬・政務活動費について
　6 月 30 日まで募集した町民の意見への対応につい
て、7 月に急遽委員長が変わったことにより協議が遅
れている。
　正副委員長で今後の進め方を検討し、全体で協議
していくこととした。

８月 31 日　●「町民と議会の懇談会」について
　　      　　 ●議員定数・議員報酬・政務活動費について

議会改革・活性化特別委員会
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請願・陳情・意見書受付

・委員会に審査を付託する。
( 閉会中の継続審査にする場合もある。⇒次の会期で採決 )

　➡委員会の報告を採決
・委員会付託しないで即決する場合もある 

会期中に採決・不採決をきめる。

委員会付託の調整・取り扱いの調整
( 議会運営委員会 )
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あとがき 今号の表紙

　新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が解
除になりました。町民の皆様には、マスク着用、
検温、手指消毒等、コロナ対策にご協力をいた
だきありがとうございます。ワクチンも、９月
６日現在で、対象者（12 歳以上）の 87.9％の
方が接種を終えられたとのことです。
　９月 13 日から 16 日まで、令和３年第３回
定例会が開催されました。その中で、道の駅移
転改築事業のため、面積を現在の４倍に広げた
用地の取得が可決されました。今後、ハマナス
などの海浜植物が自生する海岸景観と合わせた
観光スポットを目指して、基本構想がまとめら
れます。白糠町の観光の新たな目玉として、新
しい道の駅が今から楽しみですね。
　コロナ対策は、引き続きしっかりとして、自
分の健康と命は、自分で守りましょう。（坂本）

　秋の深まりとともに、茶路の信光寺の栗の木にはたくさんの実がなりました。苗を帯広から持っ
てきて植えたそうです。恋問館付近のハマナスも赤い実をつけています。味覚の秋は、白糠町の
楽しみな季節です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撮影 : 澤原　孝行議員

　今号の表紙は、９月 21 日の白糠町森林・
林業・林産業活性化推進議員連盟による研修
のようすです。植林後 46 年から 51 年の間
伐箇所（トドマツ）と野鼠被害に伴う再造林
箇所（カラマツ）で、町職員から概要説明を
受け研修を行いました。
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